
台北市海外青年活動センターで催された伝統芸能公演 (2月 29日 )

「ふ
る
さ
と
創
生
国
際
交
流
事
業
」
の

初
め
て
の
伝
統
芸
能
中
華
民
国
公
演
が
、

二
月
二
十
八
日
か
ら
二
月
二
日
ま
で
三
泊

四
日
の
日
程
で
行
わ
れ
友
好
と
親
善
を
深

め
ま
し
た
。

一
行
は
今
村
町
長
を
団
長
と
す
る
３５
人

で
、
出
演
者
は
高
森
阿
蘇
神
社
の
神
楽
保

存
会
の
メ
ン
バ
１
８
人
と
藤
間
千
安
起
社

中
の
３
人
。
こ
の
他
、
町

農
協
青
年
部
、
商
工
会
青

年
部
の
男
性
や
熊
本
市
内

の
独
身
女
性
ら
も
公
演
ス
タ
ッ
フ
と
し
て

参
加
し
ま
し
た
。

公
演
は
二
月
二
十
九
日
、
台
北
市
海
外

青
年
活
動
セ
ン
タ
ー

（蒋
経
国
ホ
ー
ル
）

で
昼
夜
二
回
行
わ
れ
、
神
楽
二
座
と
和
太

鼓
、
日
本
舞
踊
を
披
露
し
ま
し
た
。

こ
の
事
業
は
―
伝
統
芸
能
を
海
外
で
公

演
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
友
好
親
善
と
相
互

理
解
を
深
め
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
町
内

の
伝
統
文
化
の
見
直
し
と
後
継
者
の
育
成

を
図
る
こ
と
が
狙
い
。
ま
た
、
農
業
青
年

と
独
身
女
性
の
交
流
機
会
を
作
る
と
と
も

に
、若
者
の
国
際
感
覚
を
養

っ
て
も
ら
い
、

地
域
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
育

っ
て
ほ
し
い
と

の
願
い
か
ら
町
が
主
催
し
た
も
の
で
す
。

会
場
に
は
大

勢
の
台
北
市
民

が
詰
め
掛
け
、

幻
想
的
な
神
楽
の
舞
い
や
勇
壮
な
太
鼓
、

華
や
か
な
日
本
舞
踊
に
大
き
な
拍
手
が
送

ら
れ
て
い
ま
し
た
。
出
演
者
と
ス
タ
ッ
フ
、

そ
し
て
観
客
が

一
体
と
な
り
汗
と
涙
と
感

動
の
舞
台
を
つ
く
り
あ
げ
た
今
回
の
公
演
。

町
で
は
、
こ
の
公
演
を
機
会
に
更
に
国
際

交
流
を
図
っ
て
い
く
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
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▼
春
を
目
の
前
に
し
て
の
長
雨
い

や
で
す
ね
。
近
年
、
気
候
の
温
暖

化
が
話
題
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、

来
世
紀
半
ば
に

一
～
三
度
、
来
世

紀
末
に
三
～
四
度
、
暖
ガ
＜
な
る

と
予
想
さ
れ
、　
一
度
の
上
昇
ご
と

に
気
候
帯
が
百
～
百
五
十
♂
北
上

す
る
計
算
に
な
る
そ
う
で
す
。
こ

の
気
象
状
況
の
変
化
ビ
、
三
月
に

な
っ
て
か
ら
の
雨
に
も
関
係
が
あ

る
の
が
も
知
ね
ま
せ
ん
ね
。
▼
昨

年
の
全
国
グ
ラ
ウ
ン
ド

・
ゴ
ル
フ

大
会
で
来
町
さ
れ
た
南
部
忠
平
さ

ん
。　
一
九
三
二
年
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
金
メ
ダ
リ
ス
ト
の

南
部
さ
ん
の
足
形
が
、
高
森
中
体

育
館
入
□
横
に
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

●   ●

●   ●
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高
森
町
民
憲
章

、工2ノ/

一　
水
と
緑
と
上
の
に
お
い
い

っ
ぱ
い
の
住
み
よ
い
町
に

し
ま
す
。

三

伝
統
を
重
ん
じ
、
文
化
の

薫
る
潤
い
の
あ
る
町
に
し

ま
す
。

三

老
人
を
大
切
に
し
、
子
供

の
夢
を
育
て
華
せ
な
町
に

し
ま
す
。

四

勤
労
を
尊
び
、
産
業
を
振

興
し
活
力
あ
る
町
に
し
ま

す
。

五

ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
み
、
心

身
を
き
た
え
健
全
な
町
に

し
ま
す
。

吼広報

人□の動き
(3月 1日現在)
世帯数 2,546(+5)
男  4,045(-9)
女  4,363(+2)
総 数 8,408(― フ)

▲初  市

おめで

の 灯

もうしあげます

(住所) (遺 族 )
野 尻 瀬井エイ子
尾 下 瀬井 幸次
草 部 橋本 光男
色 見 山室 岩雄

(1992.2月 受付分)

さんの 3女

んの長女

さ

山

(色見)

野中

色見)

す

お

本田雄二郎

幸次、

やみ

さ

　

　

さ

尚

子

朗

みゆ

治

優

富

ま
んの 2女

んの長女
誠

美智子

ん謙 三

裕美子

赤 ち ゃ ん
だんじよう

小糸 奈奈ちゃん
(高森)1・ 23生

佐藤 梨衣ちゃん
(上色見)1・ 25生

住吉 優穂ちゃん

瀬井 盛雄 68
瀬井ミカエ 77

橋本 卜子 91
山室

本田理高 森 本

(14)

高森中学校体育館に取付けられた足形
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lafi b r

議 会 だ よ り

世
界
中
で
イ
カ
を

一
番
よ
く
食

べ
る
の
は
、
日
本
人
だ
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。

イ
カ
に
は
い
ろ
い
ろ
な
種
類
が

あ
り
ま
す
が
、
家
庭
料
理
に
使
わ

れ
る
の
は
ヤ
リ
イ
カ
、
ス
ミ
イ
カ
、

そ
し
て

「す
る
め
」
の
材
料
に
す

る
ス
ル
メ
イ
カ
が
主
な
も
の
で
し

ょ
う
。
新
鮮
な
イ
カ
は
刺
身
に
し

て
も
、
焼
い
て
も
、
て
ん
ぶ
ら
に

し
て
も
お
い
し
い
も
の
で
す
が
、

や

っ
か
い
な
の
は
皮
む
き
で
す
。

ヌ
ル
ヌ
ル
し
て
い
て
、
て
こ
ず
り

ま
す
。
イ
カ
の
皮
は
四
層
あ
り
ま
す
が
、

滑
り
止
め
に
塩
を
つ
け
る

尾

　

　

　

下

じ
め
た

ヽ
Ｆ
Ｖ
■

む
く
の
は
上
層
の
表
皮
で
す
。
丁

寧
に
む
く
と
き
は
、
そ
の
下
に
あ

る
薄
皮
も
取
り
ま
す
。

イ
カ
を
開
い
て
皮
を
む
く
の
で

す
が
、
俗
に

「え
ん
べ
ら
」
と
い

わ
れ
る
三
角
の
帽
子
の
部
分
を
、

引
き
ち
ぎ
る
よ
う
に
し
て
胴
体
か

ら
は
が
し
ま
す
。
そ
の
と
き
、
胴

の
皮
が

一
緒
に
つ
い
て
き
ま
す
か

ら
、
そ
こ
か
ら

一
気
に
皮
を
む
き

ま
す
。
こ
の
と
き
、
滑
り
止
め
と

し
て
指
先
に
塩
を
つ
け
る
と
、
む

き
や
す
い
で
し
ょ
う
。

皮
が
残

っ
た
と
き
は
、
乾
い
た

か
ら
、
丁
寧
に
取

っ
て
お
き
ま
し

よ

”り

。
イ
カ
を
焼
く
と
き
、
ク
ル
ク
ル

と
丸
く
縮
ま

っ
て
困
る
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
か
。
焼
く
前
に
、
イ
カ

の
表
と
裏
に
包
丁
で
切
れ
目
を
入

れ
る
の
が
丸
く
な
ら
な
い
コ
ツ
で

瀬

井

照

幸

さ

ん
側

ふ

る

さ

ｕ
　
　
　
・
●
■
●
　
・

平
成
四
年
度
第

一
回
町
議
会
定

例
会
は
二
月
十
日
か
ら
十
八
日
ま

で
、
九
日
間
の
日
程
で
開
か
れ
ま

し
た
。
今
回
の
定
例
会
で
は
、
平
成
四

年
度

一
般
会
計
予
算
三
十
四
億
四

千
五
百
万
円
、
特
別
会
計
十
九
億

五
千
三
百
四
十
九
万
四
千
円
の
予

算
が
決
ま
り
、
固
定
資
産
評
価
審

査
委
員
会
委
員
の
選
任
や
条
例
の

制
定
、
改
正
な
ど
三
十
二
議
案
が

原
案
通
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

活
力
あ
る
地
域
づ
く
り

新
年
度
予
算
に

つ
い
て
。
今
村

町
長
は
次
の
よ
う
に
説
明
し
ま
し

た
。国
の
平
成
四
年
度
の
予
算
及
び

財
政
投
融
資
計
画
は
、
人
口
の
高

齢
化
や
国
際
社
会
に
お
け
る
我
が

国
の
責
任
の
増
大
な
ど
、
今
後
の

社
会
経
済
情
勢
の
変
化
に
、
財
政

が
弾
力
的
に
対
応
し
て
い
く
た
め
、

後
世
代
に
多
大
な
負
担
を
残
さ
ず
、

再
び
特
例
公
債
を
発
行
し
な
い
こ

と
を
基
本
と
し
て
、
公
債
残
高
が

累
増
し
な
い
よ
う
な
財
政
体
質
を

作
り
上
げ
て
い
く
こ
と
が
緊
要
な

課
題
で
あ
る
と
い
う
考
え
方
を
も

と
に
、
公
債
発
行
額
を
可
能
な
限

り
抑
制
す
る
た
め
、
さ
ら
に
歳
出

の
徹
底
し
た
見
直
し
、
合
理
化
に

取
り
組
む
こ
と
等
を
基
本
方
針
と

し
て
編
成
さ
れ
ま
し
た
。

一
方
、
地
方
財
政
対
策
に
お
い

て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
特
色

を
生
か
し
た
自
主
的
、
主
体
的
な

活
力
あ
る
地
域
づ
く
り
を
推
進
す

る
と
と
も
に
、
住
民
生
活
の
質
の

向
上
を
目
に
見
え
る
形
で
、
実
現

し
て
い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い

る
こ
と
に
鑑
み
、
地
方
単
独
事
業

の
大
幅
な
増
額
、
地
域
福
祉
の
充

実
。
快
適
な
環
境
づ
く
り
な
ど
、

当
面
す
る
財
政
需
要
に
対
応
し
う

る
よ
う
歳
出
面
に
お
い
て
、
所
要

額
を
適
切
に
見
込
む
と
と
も
に
、

歳
入
面
に
お
い
て
は
地
方
財
政
運

営
に
支
障
が
生
じ
る
こ
と
の
な
い

よ
う
、
地
方
交
付
税
の
地
方

一
般

財
源
の
所
要
額
の
確
保
が
図
ら
れ

た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

以
上
の
よ
う
な
国

。
地
方
財
政

の
諸
般
の
情
勢
を
勘
案
し
、
本
町

の
平
成
四
年
度

一
般
会
計
予
算
総

額
を
、
三
十
四
億
四
千
五
百
万
円

と
し
、
平
成
二
年
度
当
初
予
算
額

三
十
二
億
五
百
万
円
に
比
較
し
ま

し
て
、
二
億
四
千
万
円
、
七

・
五
％

増
の
緊
縮
型
予
算
と
な
り
ま
し
た
。

●   ●

●   ●

平成 4年度予算を説明をする今村町長

ふ
き
ん
で
つ
ま
む
よ
う
に
し
て
む

き
取
り
ま
す
。
薄
皮
は
、
表
皮
の

厚
い
皮
を
む
い
た
後
、
ナ
イ

ロ
ン

・
ネ

ツ
ト
を
丸
め
て
こ
す
る
と
楽

に
取
れ
ま
す
。
特
に
、
て
ん
ぷ
ら

に
す
る
と
き
に
は
、
薄
皮
が
残

っ

て
い
る
と
油
が
飛
ん
で
困
り
ま
す

す
が
、
適
当
に
入
れ
れ
ば
い
い
と

い
う
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

イ
カ
の
皮
の
三
層
目
は
繊
維
が

横
に
、
四
層
目
は
縦
に
通

っ
て
い

ま
す
。
繊
維
に
必
ず
切
れ
目
が
入

る
よ
う
に
、
「格
子
型
」
に
縦
と
横

の
二
方
向
か
ら
包
丁
を
入
れ
ま
す
。

こ
う
す
れ
ば
、
繊
維
が
切
れ
て
イ

カ
は
丸
ま
ら
ず
、
た
べ
や
す
く
な

☆仕事は楽 しいですか

一番の目的が農家が豊になることで、

やりがいのある仕事です。広い範囲で知

り合いができたらと思います。

☆今、いちばんやりたいことは

ドライブ (車が好き)

☆どんな町づ <り を望みますか。

地元に働く所があれば活気があるので

は。また、若者が集う場所がほしい。

イ
カ
の
皮
む
き

■勤務先

■趣 味
■血液型

JA阿蘇南野尻中央支所
バンド演奏

気の長い性格のA型

■
■
■
■今月の表紙

春
の
訪
れ
を
告
げ
る
恒
例
の

初
市
が
、
今
年
も
二
月
二
十
日

か
ら
二
十
二
日
ま
で
の
三
日
間
、

町
内
で
開
か
れ
ま
し
た
。

何
か
と
雨
の
降
る
日
が
多
い

今
年
の
二
月
で
す
が
、
初
日
は

雨
に
み
ま
わ
れ
た
も
の
の
、
二

日
間
は
好
天
に
恵
ま
れ
、
植
木

や
花
を
求
め
る
家
族
づ
れ
で
に

ぎ
あ
い
ま
し
た
。

４

月

１２

日

４

月

１９

日

４

月

２６

日

４

月

２９

日

５

月

３

日

５

月

４

日

寺

崎

医

院

圏
②
０
３
７
８

南
郷
谷
整
形
外
科

８
②
３
３
５
１

渡

辺

内

科

雰

み
な密
立  後
密

クみ③野⑦藤⑦
８
⑦
２
０
３
０

５
月
５
日
　
藤
　
本
　
医
　
院

圏
⑦
０
０
２
０

※
都
合
に
よ
り
変
更
に
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
テ
レ
ホ

ン
サ
ー
ビ
ス
で
お
確
か
め
く
だ

さ
い
。
　

（②
１
２
２
２
２
）

り阿 0
二蘇 1
ツ  1
ク'  1

0  1
病 0医 7
1   7
院 9院 7

診療は午前9
時から午後5
時まで

(2)(13)
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お せ

年

　

金

専
門
の
相
談
員
に
よ
る
年
金
相

談
所
が
開
か
れ
ま
す
。

国
民
年
金
、
厚
生
年
金
、
社
会

保
険
に
つ
い
て
相
談
を
受
け
ま
す
。

お
気
軽
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

■
と
　
き
／
４
月
２７
日

（月
）
午

前
１０
時
か
ら
午
後
３
時

■
と
こ
ろ
／
林
業
総
合
セ
ン
タ
ー

相
談
室

消
費
生
活
通
信
講
座

受

　

　

講

　

　

生

熊
本
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
は
、

消
費
生
活
全
般
に
わ
た
る
基
礎
的

知
識
を
内
容
と
し
、
こ
の
学
習
を

進
め
て
い
く
こ
と
に
よ

つ
て
消
費

者
自
身
の
消
費
生
活
を
見
直
し
、

さ
ら
に
よ
り
良
い
生
活

へ
の
基
礎

づ
く
り
に
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を

目
的
に
、
次
の
と
お
り
受
講
生
を

募
集
し
ま
す
。

■
募
集
期
間
／
４
月
１０
日
か
ら
６

月
１０
日
ま
で

（た
だ
し
３００
名
に
達

し
た
時
は
、
期
日
前
で
も
締
め
切

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
）

■
応
募
資
格
／
熊
本
県
内
に
在
住

す
る
人
。

■
応
募
人
員
／
�
名
程
度

■
学
習
期
間
／
７
月
か
ら
平
成
５

年
２
月
ま
で

■
学
習
の
方
法
／
テ
キ
ス
ト
に
よ

る
学
習

（７
月

。
９
月

・
Ｈ
月

・

１
月
の
４
回
に
分
け
て
送
付
し
ま

す
の
で
自
己
学
習
し
て
い
た
だ
き

ま
す
）
、
報
告
課
題

（毎
回
テ
キ
ス

ト
に
よ
る
学
習
の
報
告
書
を
提
出

し
て
い
た
だ
き
ま
す
）

■
テ
キ
ス
ト
の
内
容
と
構
成

１
　
く
ら
し
と
法
律

２
　
私
た
ち
の
食
生
活

３
　
衣
食
住
を
考
え
る

４
　
住
生
活
の
知
恵

■
申
込
み
方
法
及
び
申
込
み
先
／

郵
便
番
号
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

職
業
、
電
話
番
号
を
記
入
し
、
切

手
千
円
を
添
え
て
、
熊
本
市
水
道

町
１４
１
１５

・
熊
本
県
消
費
生
活
セ

ン
タ
ー
に
申
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

く
わ
し
く
は
、
消
費
生
活
セ
ン

タ
ー

（
８
０
９
６

・
３
５
４
１
４

８
３
５
）
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

開
発
途
上
国
の
国
造
り
に
、
あ

な
た
の
情
熱
を
燃
や
し
て
み
ま
せ

ん
か
。
夢
と
理
想
を
持
ち
、
可
能

性
を
求
め
て
、
未
知
の
世
界
に
挑

戦
す
る
青
年
海
外
協
力
隊
員
の
募

集
説
明
会
を
開
き
ま
す
。

■
と
　
き
／
４
月
２０
日

（月
）
、
５

月
１４
日

（木
）
、
５
月
２０
日
の
午
後

６
時
３０
分
か
ら
午
後
９
時
ま
で

■
と
こ
ろ
／
熊
本
産
業
文
化
会
館

。
視
聴
覚
研
修
室

■
資
　
格
／
満
２０
歳
か
ら
３９
歳
ま

で
の
青
年
男
女

■
派
遣
地
域
／
ア
ジ
ア

・
ア
フ
リ

カ

。
中
近
東

。
中
南
米

・
南
太
平

洋
地
域
等

■
派
遣
部
門
／
農
林
水
産

。
加
工

。
保
守
操
作

・
土
木
建
築

・
保
健

衛
生

・
教
育
文
化

・
ス
ポ
ー
ツ
の

７
部
門
、
約
１５ｏ
職
種

■
問
い
合
わ
せ
先
／
県
総
務
部
国

際
課

（
圏
０
９
６

・
３
８
３

・
１

５
０
２
）

県
民

一
人
ひ
と
り
に
交
通
安
全

知
識
を
普
及
し
、
交
通
安
全
思
想

の
高
揚
を
図
る
と
と
も
に
、
正
し

い
交
通
ル
ー
ル
と
交
通
マ
ナ
ー
の

実
践
を
習
慣
付
け
る
こ
と
に
よ
り
、

交
通
事
故
防
止
の
徹
底
を
図
る
こ

と
を
目
的
に
、
４
月
６
日

（月
）

か
ら
４
月
１５
日

（水
）
ま
で
の
１０

日
間
、
春
の
全
国
交
通
安
全
運
動

が
実
施
さ
れ
ま
す
。

重
点
目
標

●
　
高
校
生
の
交
通
マ
ナ
ー
の
向

上
●
　
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
の
着
用
の
徹

底
●
　
高
齢
者
と
子
ど
も
の
交
通
事

故
防
止

●
　
違
法
駐
車
の
締
め
出
し

■
平
成
三
年
度
高
森
町
鉄
道
経
営

対
策
事
業
基
金
特
別
会
計
補
正
予

算
に
つ
い
て

■
平
成
二
年
度
高
森
町
農
業
用
水

供
給
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
に

つ
い
て

■
平
成
四
年
度
高
森
町

一
般
会
計

予
算
に
つ
い
て

■
平
成
四
年
度
高
森
町
国
民
健
康

保
険
特
別
会
計
予
算
に
つ
い
て

■
平
成
四
年
度
高
森
町
老
人
保
健

特
別
会
計
予
算
に
つ
い
て

■
平
成
四
年
度
高
森
町
簡
易
水
道

事
業
特
別
会
計
予
算
に
つ
い
て

■
平
成
四
年
度
高
森
町
住
宅
新
築

資
金
等
貸
付
金
特
別
会
計
予
算
に

つ
い
て

■
平
成
四
年
度
高
森
町
誘
致
工
業

用
地
取
得
及
び
用
地
造
成
事
業
特

別
会
計
予
算
に
つ
い
て

■
平
成
四
年
度
高
森
町
鉄
道
経
営

対
策
事
業
基
金
特
別
会
計
予
算
に

つ
い
て

■
平
成
四
年
度
高
森
町
農
業
用
水

供
給
事
業
特
別
会
計
予
算
に
つ
い

て■
字
の
名
称
変
更
に
つ
い
て

■
公
有
財
産
の
取
得
に
つ
い
て

■
熊
本
県
町
村
職
員
退
職
手
当
組

合
規
約
の

一
部
変
更
に
つ
い
て

■
高
森
町
固
定
資
産
評
価
審
査
委

員
会
委
員
の
選
任
に
つ
い
て

選任された

鶴林 巧さん (61)

●   ●

●   ●

文
化
の
薫
り
高
い

地
域
づ
く
り

一
般
行
政
経
費
に
つ
い
て
は
、

自
主
的
、
主
体
的
な
地
域
づ
く
り

と
あ
わ
せ
て
地
域
住
民
の
生
活
安

定
と
福
祉
充
実
の
施
策
を
推
進
す

る
よ
う
、
重
点
的
に
財
源
配
分
を

行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
経
費
全
般

に
つ
い
て
、
徹
底
し
た
見
直
し
を

行
い
、
旅
費
、
需
要
費
等
事
務
管

理
費
の
節
減
合
理
化
に
努
め
予
算

計
上
し
ま
し
た
。

主
な
事
業
と
し
ま
し
て
、
環
境

美
化
衛
生
と

「ゆ
り
か
ご
か
ら
墓

場
ま
で
」
を
想
定
し
ま
し
て
墓
地

の
新
設
。
文
化
の
薫
り
高
い
地
域

づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
、
町
民

の
多
様
な
文
化
活
動
が
営
め
る
カ

ル
チ
ヤ
ー
セ
ン
タ
ー
建
設
を
企
画

す
る
た
め
の
調
査
研
修
、
ふ
る
さ

と
創
生
事
業
に
は

「地
域
づ
く
り

の
担
い
手
」
育
成
の
た
め
の
養
成

研
修
、
国
際
交
流
事
業
、
平
成
三

年
度
か
ら
の
温
泉
掘
削
に
伴
い
、

平
成
四
年
度
、
五
年
度
に
継
続
費

を
設
定
し
、
観
光

・
福
祉
型
温
泉

を
目
的
と
し
た
温
泉
館
建
設
費
を

計
上
し
ま
し
た
。

大
幅
な
伸
び
と
な

っ
た
農
林
水

産
業
費
は
、
本
年
を
農
林
業
再
生

元
年
と
位
置
付
け
、
農
林
業
振
興

の
充
実
を
図
る
べ
く
、
園
芸
用

ハ

ウ
ス
設
置
補
助
や
広
域
農
業
開
発

事
業
、
降
灰
対
策
事
業
、
今
年
度

か
ら
始
ま
る
山
村
振
興
事
業

（加

工
施
設
建
設
）
、
森
林
基
盤
整
備
、

林
業
の
担
い
手
の
育
成
、
林
業
者

定
住
化
促
進
事
業
の

「奥
阿
蘇
キ

ヤ
ン
プ
場
」
建
設
の
た
め
の
基
盤

整
備
事
業
な
ど
の
予
算
づ
け
を
行

い
ま
し
た
。

ま
た
、
教
育
面
で
は
、
地
方
団

体
が
個
性
あ
る
教
育
環
境
の
整
備

を
図
る
た
め
、
小
学
校
七
校
、
中

学
校
三
校
の
重
点
目
標
を
定
め
予

算
を
計
上
。
主
な
学
校
カ
ラ
ー
を

申
し
上
げ
ま
す
と
、
野
尻
小
学
校

（動
植
物
の
飼
育
栽
培
に
よ
る
命

や
自
然
の
大
切
さ
を
気
づ
か
せ
る

ボ
ラ
ン
テ
イ
ア

・
勤
労
生
産
学
習

の
推
進
）
、
上
色
見
小
学
校

（学
力

充
実
、
同
和
教
育
推
進
、
教
育
環

境
整
備
）
、
高
森
中
学
校

（家
庭
教

育
の
浸
透
、
ふ
る
さ
と
先
生
、
教

育
環
境
整
備
）
。
草
部
中
学
校

（自

ら
学
ぶ
態
度
の
育
成
、
読
書
指
導

の
充
実
）
な
ど
。
（予
算
説
明
よ
り

抜
粋
）

委
員
に
鶴
林
巧
氏
を
選
任

本
町
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員

会
の
草
村

一
富
氏
は
、
平
成
四
年

二
月
十

一
日
を
も

つ
て
任
期
が
満

了
す
る
た
め
、
議
会
の
同
意
に
よ

り
鶴
林
巧
氏
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

鶴
林
氏
は
大
字
河
原
五
三
八
番

地
。
昭
和
六
年
二
月
二
十
七
日
生

れ
。

日
高
森
町
身
体
障
害
者
福
祉
年
金

支
給
に
関
す
る
条
例
の
制
定
に
つ

い
て
■
高
森
町
河
原
老
人
憩
い
の
家
設

置
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

■
職
員
の
育
児
休
業
に
関
す
る
条

例
の
制
定
に
つ
い
て

■
高
森
町
墓
地
条
例
の
制
定
に
つ

い
て
■
高
森
小
学
校
給
食
共
同
調
理
場

設
置
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

■
高
森
町
敬
老
年
金
給
付
に
関
す

る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

に
つ
い
て

■
技
能
労
務
職
員
の
給
与
の
種
類

及
び
基
準
を
定
め
る
条
例
の

一
部

を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

■
高
森
町
簡
易
水
道
使
用
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

■
小
学
校
及
び
中
学
校
設
置
条
例

の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い

て■
高
森
町
広
域
農
業
開
発
事
業
受

益
者
負
担
金
徴
収
条
例
の

一
部
を

改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

■
高
森
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例

の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い

て■
高
森
町
国
民
健
康
保
険
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

日
高
森
町
工
事
執
行
条
例
を
廃
止

す
る
条
例
に
つ
い
て

■
平
成
二
年
度
高
森
町

一
般
会
計

補
正
予
算
に
つ
い
て

■
平
成
二
年
度
高
森
町
国
民
健
康

保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
に
つ
い

て■
平
成
二
年
度
高
森
町
老
人
保
健

特
別
会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て

■
平
成
二
年
度
高
森
町
簡
易
水
道

事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
に
つ
い

て■
平
成
三
年
度
高
森
町
誘
致
工
業

用
地
取
得
及
び
用
地
造
成
事
業
特

別
会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て

青
年
海
外
協
力
隊
員

高森駅に

4月 1日

CAN森の風
オー7ン
“終着駅は始発駅"の高

森駅を拠点に。全町公園化

を意識した町づくりのシュ

ミレーション (試作)を実

践していくチャレンジ道場

として、又、町内の情報の

交換・提供の場として、装

いも新たにオープンします。

談話室、喫茶室としての

ご利用もお願いします。

●●●●●

385-3300

モシ1魁願

0

4  月
月 予防接種を受ける前に

火
VDT作 業 と 眼 精 疲 労
―ディスプレィを見て作業をする人たちに一

水 地下水を養うための農林業(水問題を考える⑤)

木 歯みがきのしつけ

金 キッチンドリンカー

土′日 夫婦の性 (性教育シリーズ⑥)

●朝 9:00～翌朝 9:00ま で同じ内

容のテープが聞けます。 (3分間)

●テープ内容は月曜～土曜まで日替

わりで、日曜・祝 日は前日と同じ

テープです。

●今後お聞きになりたいテーマのご

要望は、熊本県保険医協会へお電

話下さい。

熊本県保険医協会

交
通
安
全
運
動

4/15日 (水 )4/27日 (月 )/ 時間 9時～15時 (12)(3)

可
決
し
た
議
案



題「草  原」

氣 琲 鼈 鰊 蝙 躙 餡 晰
平成4年度一般会計予算

ヨ4億4リ5ロロ万円

担任の日吉華二先生から……草原を新間と

のりでつくつたり、また、家をたこ糸で結

んでつ<つたり、工夫して作ることができ
ました。

題「竹  馬」

3年

西森 美恵 ちゃん

担任の三森華代先生から……とても動きが

あり、楽し<竹馬で遊んでいる様子が伝わ
つて来ます。

6年

田上 亮 くん

児

=巳
の

作

は

月
|こ

取
材
し
た
も
の
で
す

地方譲与税
81,000
2.496

左
の
図
は
本
年
度
予
算
の
収
入

（歳
入
）
を
示
し
た
も
の
で
す
。
こ
の

中
で
収
入
全
体
の
五
四

・
四
イ
を
占
め
て
い
る
地
方
交
付
税
は
、
前
年

に
比
べ
七

。
九
育
、　
一
億
三
千
六
百
六
十
二
万
千
円
の
伸
び
で
、
十
八

億
七
千
四
百
六
十
二
万
千
円
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
町
の
自
主
財
源
と
な
る
町
税
は
前
年
に
比
べ
百
四
十
八
万
九

千
円
伸
び
の
、
四
億
二
千
六
百
七
十
八
万
九
千
円
が
見
込
ま
れ
て
い
ま

す
。国
や
県
が
町
の
事
業
に

一
部
を
負
担
す
る
支
出
金
は
、
四
億
七
百
十

九
万
六
千
円
で
全
体
の

一
一
。
八
絆
を
占
め
て
お
り
、
昨
年
に
比
べ
て

五

・
四
絆
伸
び
て
い
ま
す
。

お
も
な
使
い
み
ち

(4)

（阿
蘇
御
神
火
会
）

●   ●

●   ●

国庫支出金
112,961
3.396

音
た
て
し
野
焼
の
炎
過
去
の
夢

日
脚
の
ぶ
散
策
の
歩
延
し
け
り

残
る
雪
少
し
冠
り
て
山
笑
ふ

枯
葎
く
ぐ
り
て
水
も
温
み
け
り

戴
き
し
芹
の
香
ゆ
か
し
夕
の
膳

乳
は
な
す
牛
の
親
子
に
春
の
雪

春
茸
を
帽
子
に
受
け
て
貰
ひ
け
り

蘇
仙
豊
泉
馬
笑
不
忘
一
士戸

笑
声
琴
司
南
天
哀
草

野
尻
　
誓
道

阿
南
は
じ
め

草
村
　
鶴
代

草
村
あ
つ
代

熊
谷
　
つ
子

甲
斐
し
づ
子
　
川

野
尻
　
里
女

ル
ー
ト
２
　
ま
だ
見
ぬ
夢
の
欲
し
か

っ
た

選
手
交
代
　
打
上
げ
だ
け
に
ャ
出
て
来
ら
す

日
も
く
れ
ず
　
親
子
で
走
る
掲
示
板

厚
着
し
て
　
ダ
ル
マ
と
キ
ッ
ス
す
る
如
た
る

霜
ば
れ
　
折
角
ピ
ア
ス
貰
う
た
が

そ
ら
ア
恐
縮
　
来
世
も
添
う
て
下
は
る
か

厚
着
し
て
　
若
サ
ギ
釣
り
並
ぶ
塘

手
の
臭
ア
　
板
前
の
勲
章
だ
ろ
う

ま
だ
わ
し
な

っ
せ
　
ほ
ん
な
雪
舟
で
し
た
ば
い

馬
原
林林
田
松
野
岡
本
浦
塚
岩
下

（野
尻
あ
け
び
句
会
）

民生・衛生費 5億5,566万円

熊 堀
川 田

社会福祉協議会負担金
……………・…………・……707

国保特別会計繰出金
…………・………………4,140
在宅老人デイ・サービ
ス委託料 ……… 2,126
在宅老人ショー トステ
イ事業 …………… 274
老人保健特別会計繰出
金・……………・……・・3,530
児童手当……… 1,350
年金徴収委託料 … 136

衛生施設組合負担金
…・…………・……・……1,699
-般 レントゲン検診
………………………………120

重度心身障害者 (児 )
医療助成 ……… 1,039

家庭奉仕委員委託料667
給食サービス委託料
…………………  ・………100
老人ホーム負担金
…・………・……・………1,087

敬老年金 ……………688
保育園給食業務委託
…………・…………・………371

高森保育園措置 4,813

清掃組合負担金 6,800
水道特別会計負担金
……………………… …3,155
各種ガン検診 … 1,106
0歳児医療費 …… 130

議員報酬 ……… 3,349
広報印刷代 ……… 327
町有林造成事業・-999
墓地新設工事 … 1,800
ポケットパークエ事
……………………………・・150
地方バス路線維持補助
…・…………………・………490

国際交流事業 …… 200
温泉井掘削及び温泉館
建設事業………15,891

交通安全施設費 … 621
参議院議員通常選挙費
………・……・………………462

統計調査費…………49
地籍調査費 …… 1,598

商工会助成 ………… 400

鍋の平キャンプ場環境
整備 …………・・・・・・…・・600
風鎮祭助成・……… 150
産業観光館管理費 494

町有公園等草刈清掃委
言毛|まか ―・・…・………・・259
羅漢遊歩道設備事業
…………・・・・・・・・・・・・……150

観光協会助成 …… 100

7.29る

その他

249,194

県支出金

294,235

8.596

(単位 :千円)

歳 入地方債

406,200

11.8くる

町 税
426,789

12.496

地方交付税

1,874,621

54.4948

1'洋

句

後

句

:・ 総務費 8億2,767万円

5,816万円

単
位

一
万
円

尾 下 小 学 校

収入 (歳入)
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い
ん
な
のひ
ヽ
ー

1‐ギ
10

写真 を

広報係へご連絡下さい

住
民
の
方
と
同
じ
視
点
で

て
正
し
く
見
つ
め
た
い
」
「村
お

こ
し
、
地
域
お
こ
し
は
曲
が
り

角
に
来
て
い
る
と
言
わ
れ
る
が
、

見
方
を
変
え
応
援
し
て
い
き
た

い
」
と
抱
負
。

趣
味
は
、
散
歩
を
す
る
こ
と

に
旅
行
、
ブ
ル
ー
グ
ラ
ス

（
マ

ウ
ン
テ
ン
ミ
ュ
ー
ジ

ッ
ク
を
伝

統
民
俗
楽
器
だ
け
で
モ
ダ
ン
化

し
た
、
正
調
カ
ン
ト
リ
ー

・
ウ

エ
ス
タ
ン
の

一
種
）
と
多
彩
。

「神
楽
な
ど
民
俗
と
し
て
残

っ
て
い
る
も
の
等
、
ま
だ
ま
だ

眠

っ
て
い
る
も
の
が
、
沢
山
あ

る
と
思
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

民
俗
を
こ
ま
め
に
取
り
上
げ
て

い
き
た
い
」
と
意
欲
満
々
の
福

田
新
支
局
長
。

◇
ふ
く
だ

。
と
し
お

高
森

・
昭
和
二

一
九
四
―
二

に
妻
の
恵
さ
ん

（２７
）
と
二
月

に
生
ま
れ
た
長
女
の
裕
子
ち
ゃ

ん
の
二
人
暮
ら
し
。

し
た
」
と
支
局
長
。
地
方
都
市

圏
部
で
は
市
役
所
回
り
を
ニ
カ

月
、
社
会
部
に
四
カ
月
、
そ
し

て
文
化
部
で
は
芸
能
を
担
当
、

熊日高森支局長になられた

福田 寿生さん(28)

新
聞
紙
上
で
お
な
じ
み
の

『
ヤ

ン
グ
』
の
コ
ー
ナ
ー
を
二
年
間

担
当
さ
れ
ま
し
た
。

「上
か
ら
見
ら
な
い
よ
う
に
、

住
民
と
同
じ
視
点
で
、
ま
た
経

験
を
生
か
し
て
文
化
部
に
所
属

し
て
い
た
時
に
見
た
日
と
、
こ

ち
ら
で
見
た
目
を
ミ
ッ
ク
ス
し

「阿
蘇
の
景
色
は
い
い
で
す

ね
。
よ
く
阿
蘇
に
は
ド
ラ
イ
ブ

に
来
て
い
ま
し
た
。
高
森
の
ペ

ン
シ
ヨ
ン
に
も
来
た
こ
と
が
あ

稲
田
大
学
を
卒
業
後
熊
本
日
日

新
聞
社
に
入
社
。
校
閲
部
を
振

出
し
に
、
地
方
都
市
圏
部
、
社

会
部
、
文
化
部
に
所
属
。
「校
閲

部
で
は
前
支
局
長
の
山
口
さ
ん

と

一
年
半

一
緒
に
仕
事
を
し
ま

し
た
。
縁
あ

っ
て
、
山
口
さ
ん

の
後
を
受
け
継
ぐ
事
に
な
り
ま

り
ま
す
」
と
高
森
の
印

象
。二
月

一
日
付
け
で
、

山
口
達
也
前
支
局
長
の

後
任
と
し
て
着
任
さ
れ

ま
し
た
。

昭
和
六
十
二
年
に
早

1億4,300万 円

…・3,630万円

…・8,349万円

■一般会計 ………………

■国民健康保険・…………

■老人保健 ………………

■簡易水道 ………………・

■住宅新築資金等貸付金

34億4,500万 円 ■誘致工業用地取得及び

7億2,773万 円      用地造成費
7億 746万円 ■鉄道経営対策事業基金

2億5,250万 円 ■農業用水供給事業・…・

300万 円  総予算

その他

消防費
124,760
3.69る

154,367
4.596

53億9,848万円

●   ●

●   ●

右
の
図
は
、
本
年
度
使
わ
れ
る
予
算
を
目
的
別
に
み
た
も
の
で
す
。

全
体
の
二

一
。
六
絆
を
占
め
て
い
る
総
務
費
は
、
福
祉
型
温
泉
を
目
的

と
し
た
温
泉
館
建
設
に

一
億
五
千
八
百
九
十

一
万
三
千
円
や
墓
地
新
設

工
事
に
千
八
百
万
円
な
ど
七
億
四
千
四
百
三
十
五
万
八
千
円
で
、
昨
年

に
比
べ

一
九

・
九
絆
、　
一
億
二
千
三
百
五
十
万
八
千
円
の
伸
び
と
な

っ

て
い
ま
す
。

大
幅
な
伸
び
と
な

っ
た
農
林
水
産
業
費
は
、
山
林
振
興
事
業

（加
工

施
設
建
設
）
や
降
灰
対
策
事
業
、
広
域
農
業
開
発
事
業
な
ど
に
六
億
千

三
百
四
十
八
万
九
千
円
と
、
昨
年
に
比
べ
四
九

・
八
７
、
二
億
三
百
九

十
二
万
二
千
円
の
伸
び
と
な

っ
て
い
ま
す
。

国
際
電
話
が
公
衆
電
話

か
ら
か
け
ら
れ
ま
す

国
際
化
に
伴
い
、
国
際
通
話
を

す
る
機
会
が
多
く
な
り
ま
し
た
が
、

二
月
か
ら
本
町
の
公
衆
電
話
か
ら

国
際
電
話
が
か
け
ら
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

設
置
さ
れ
た
の
は
、
南
阿
蘇
鉄

道
高
森
駅
前
と
Ｎ
Ｔ
Ｔ
高
森
営
業

所
前
の
ニ
ケ
所
。
南
阿
蘇
で
は
初

め
て
で
、
身
近
な
場
所
か
ら
簡
単

に
国
際
通
話
を
利
用
で
き
る
よ
う

り
な
り
ま
し
た
。

「利
用
方
法
は
、
電
話
機
に
表

示
し
て
あ
り
ま
す
。
料
金
は
１０
度

数
ず
つ
上
が
り
ま
す
。
カ
ー
ド
を

使
用
し
た
ほ
う
が
い
い
で
し
ょ
う
」

と
、伊
形
Ｎ
Ｔ
Ｔ
高
森
営
業
所
長
。

′
４

，
″

費

子
供
た
ち
に

バ
ン
ド
演
奏
を
披
露

小
学
生
に
生
の
演
奏
を
聞
い
て

も
ら
お
う
と
二
月
七
日
、
野
尻
林

業
セ
ン
タ
ー
で
ロ
ア
リ
ン
グ

・
サ

ウ
ン
ズ
が
バ
ン
ド
演
奏
を
披
露
し

ま
し
た
。

ロ
ア
リ
ン
グ

・
サ
ウ
ン
ズ
は
、

城
井
若
生
さ
ん

（野
尻

・
倉
地
）

を
リ
ー
ダ
ー
に
七
人
の
メ
ン
バ
ー

で
構
成
さ
れ
、
毎
年
河
原
小
学
校

と
野
尻
小
学
校
で
演
奏
、
今
年
で

四
年
目
に
な
り
ま
す
。

こ
の
日
は
、
野
尻
小
学
校
の
学

習
発
表
会
で
、
子
供
達
の
劇
や
合

奏
の
合
間
に
、
童
謡
や
歌
謡
曲
な

ど
約
四
十
分
間
演
奏
。
会
場
の
親

子
か
ら
盛
ん
な
拍
手
を
受
け
て
い

ま
し
た
。

小学校管理費・-4,746

人会活動
山集会

阿蘇南農協本所建設助
成・…………………… 806

家畜衛生推進事業補助
・………・……………………528

畑地かんがい施設整備
事業補助 ……… 1,530
加工施設建設…10,059
奥阿蘇キャンプ場基盤
整備事業 ……… 7,500
間伐促進強化対策事業
補助 ………………… 777

町道改良舗装工事
………………………18,955

道路事業負担金…1,500

町園芸ハウス設置補助
…・………………………1,000
野菜降灰防止栽培促進
事業補助 ……… 4,854
降灰地域花井安定対策
事業補助 ……… 2,155
降灰地域飼料作物確保
事業補助 ……… 1,759
降灰地域果実樹安定対
策事業補助 ……… 925
広域農道設備 …… 800

町道及び側溝補修工事
…………………・ ・……3,160
住宅管理費 …… 1,643

７

０

　

０

９

１

７

４

　

０

２

１

２

■

助

２

“

，

０

841

175

広域消防負担金・…8,021
ポンプ自動車購入
…・………・…………・…1,100

(5)

消防団員報酬 ……

軽四駆積載車購入

学習発表会で演奏するメンバーの皆さん

(10)

186,320 総 務 費

744,358

21.696
教育費

321,830

9.4%

(単位 :千円)

歳 出
民生費

369,340

10,796

農林水産業費

613,489

17.896

土木費

432,334

12.596
公債費

498,202

14.596

6億 1,349万 円3億2,183万円

1億3,766万円

4億3,233万円

4億9,820万円

朦艤蜻

一
摯‐

平成4年度の各会計別予算

& 癸

高森高校通学等奨学金
・513

高森小学校教室床張替
工事 ……………… 294
奨学金 …………… 193
小中学生国内国外研修
助成…………・……・…90

青年団体活動助成…50
町体育協会補助 … 160

支出 (歳出)

農林水産業費教 育 費

消防 。その他

土 木 費

公 1債 費



就
職
し
て
か
ら
も

頑
張
っ
て
＜
だ
さ
い

こ
の
春
中
学
校
を
卒
業
し
て
就

職
を
す
る
生
徒
の
激
励
会
が
二
月

十
三
日
、
町
内
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
町
教
育
委
員
会
が
就

職
者
を
対
象
に
毎
年
開
い
て
い
る

も
の
で
す
。
激
励
会
で
は
、
今
村

町
長
が

「就
職
し
て
か
ら
も
社
会

に
ま
け
な
い
よ
う
頑
張

っ
て
く
だ

さ
い
」
と
激
励
。
続
い
て
就
職
者

全
員
に
記
念
品
（シ
ス
テ
ム
手
帳
）

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

今
年
も
仕
事
を
し
な
が
ら
定
時

制
高
校
に
通
学
す
る
生
徒
な
ど
、

五
人

（男
子
二
人
、
女
子
二
人
）

が
就
職
し
ま
し
た
。一

　

一

一

今村町長の激励を受ける中学生

ほおいつぴあ～よくばリツアー
百
十
七
年
の

永
き
に
わ
た
る
歴
史
に
終
止
符

明
治
七
年
開
設
以
来
百
十
七
年

間
の
永
き
に
わ
た
る
歴
史
を
誇
る
、

町
立
尾
下
小
学
校
の
廃
校
式
が
三

月
二
十
三
日
、
尾
下
体
育
館
で
行

わ
れ
ま
し
た
。

多
い
時
に
は
九
十
人
近
く
い
た

児
童
数
も
、
過
疎
化
に
よ
る
人
口

の
減
少
に
伴
い
、
児
童
生
徒
の
数

も
少
く
な
り
、
平
成
二
年
度
は
五

人
に
ま
で
減
少
、
昨
年
十
二
月
二

十
日
行
わ
れ
た
校
区
民
総
会
に
お

い
て
、平
成
二
年
度
末
を
も
つ
て
閉

校
す
る
こ
と
に
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

午
後

一
時
か
ら
行
わ
れ
た
式
典

に
は
校
区
民
な
ど
関
係
者
約
百
三

十
人
が
出
席
。
渡
邊
孝
晴
尾
下
小

学
校
長
か
ら
、
松
野
教
育
長
に
校

印
の
返
還
、物
故
者

へ
の
黙
と
う
、

教
育
委
員
長
、
学
校
長
の
挨
拶
の

後
、
今
村
町
長
が

「百
十
七
年
に

亘
り
幾
多
の
人
材
を
育
ん
で
来
ら

れ
ま
し
た
。
そ
の
間
、
学
校
教
育

の
場
は
も
と
よ
り
、
地
域
の
文
化

振
興
或
い
は
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
の
場
と
し
て
果
た
し
て
来
た
役

割
は
多
大
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。

本
日
、
廃
校
式
を
迎
え
る
に
当
り

関
係
者
皆
様
の
胸
中
は
如
何
ば
か

り
か
と
お
察
し
申
し
残
念
の

一
言

で
す
」
と
挨
拶
。
こ
の
後
、
尾
下

小
学
校
児
童
五
人
に
よ
る
平
成
三

年
度
さ
よ
な
ら
発
表
会
が
あ
り
、

尾
下
小
学
校
の
歴
史
、
児
童
の
詩

や
作
文
の
発
表
を
し
て
式
典
を
終
一

わ
り
ま
し
た
。

二
人
の
児
童
が

最
後
の
卒
業
式

午
前
十
時
か
ら
行
わ
れ
た
、
尾

下
小
学
校
最
後
の
卒
業
式
で
は
、

田
上
亮
く
ん
、
西
森
章
く
ん
の
二

人
が
最
後
の
卒
業
証
書
を
手
に
、

伝
統
あ
る
学
び
舎
に
別
れ
を
告
げ

ま
し
た
。

在
校
生
の
二
人
は
新
学
期
か
ら

野
尻
小
学
校
に

一
人
、
草
部
北
部

小
学
校
に
二
人
と
、
別
れ
て
通
学

す
る
こ
と
に
な
り
、
そ
れ
ぞ
れ
新

し
い
小
学
校
で
学
ぶ
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

尾
下
小
学
校
の
歴
史
　
①

昭    大     明
手n       ir          γセヽ

32 27    2b1    22    21    16       1' 43.       1750    48 44

平
成
２4 3

元
号
年

尾
下
校
開
設

（正
門
松

の
木
の
位
置
に
約
１２
坪

の
茅
茸
き
屋
根
）

二
番
目
の
校
舎
落
成

野
尻
尋
常
高
等
小
学
校

尾
下
分
教
場
と
校
名
変

更野
尻
国
民
学
校
尾
下
分

教
場
と
校
名
変
更

野
尻
村
立
尾
下
国
民
学

校
と
し
て
本
校
に
独
立

野
尻
村
立
尾
下
小
学
校

と
校
名
変
更

ル
ー
ス
台
風
に
よ
り
校

舎
倒
壊

現
在
の
校
舎
新
築
落
成

町
村
合
併
に
よ
り
高
森

町
立
尾
下
小
学
校
と
改

称完
全
給
食
開
始

校
舎
屋
根
瓦
の
全
面
ふ

き
替
プ
ー
ル
竣
工

一
学
級
減
で
二
学
級
編

成
。
教
頭
引
上
げ

閉
校
す
る
こ
と
に
決
定

最
終
卒
業
式
及
び
廃
校

式
移

り

変

わ

り

独身女性と大交流

色見小学校で行われた卒業式

●   ●

●   ●

廃校になった尾下小学校

尾下小学校最後の卒業式

約 120人が出席して行われた廃校式
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町
内
の
小
中
学
校
で

一
斉
に
卒
業
式
が
行

わ
れ
、
三
百
四
十
六
人
が
思
い
出
を
胸
に
学

び
舎
に
別
れ
を
告
げ
ま
し
た
。

二
月
二
十
四
日
午
前
十
時
、
色
見
小
学
校

体
育
館
で
行
わ
れ
た
同
校
の
卒
業
式
に
は
、

卒
業
生
を
は
じ
め
在
校
生
や
父
母
ら
約
六
十

人
が
出
席
し
ま
し
た
。

ま
ず
、
田
中
校
長
先
生
が
卒
業
生
六
人
（男

子
二
人
、
女
子
二
人
）
の

一
人
ひ
と
り
に
卒

業
証
書
を
授
与
し
た
後
、

「豊
か
な
心
と
健

康
な
身
体
を
も

つ
て
、
た
く
ま
し
く
な

っ
て

下
さ
い
」
と
は
な
む
け
の
言
葉
を
贈
り
ま
し

た
。
卒
業
証
書
授
与
の
時
に
は
、
卒
業
生

一

人
ひ
と
り
の
思
い
出
の
ス
ラ
イ
ド
が
写
し
だ

さ
れ
、
静
か
な
ふ
ん
い
き
の
中
行
わ
れ
ま
し

た
。今
年
町
立
小
学
校
を
卒
業
し
た
の
は
百
三

十
人

（男
子
六
十
二
人
、
女
子
五
十
七
人
）
。

ま
た
、
中
学
校
で
は

（男
子
五
十
八
人
、
女

子
六
十
八
人
）
と
昨
年
よ
り
十
人
多
く
な

っ

て
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
を
胸
に
、
思

い
出
多
き
学
び
舎
を
後
に
し
ま
し
た
。

若い女性に高森町をよく知ってもらい、町の良

さを広めてもらおうと3月 14日 、15日 の両日、本

町農協青年部と熊本市内の独身女性との交流会が

行われました。

第 1回 目の交流会は、『ほおいっぴあ～よくばり

ツアー』として企画。新聞、テレビ、ラジオなど

で呼びかけ、定員50人に対し67人の問い合わせが

あり、この内51人がツアーに参加。

14日 レールバスで高森駅に着いた参加者は、午

後 8時から南阿蘇国民休暇村で行われた歓迎イベ

ント会場に集合。地元農協青年部による「にわか」

やゲームなどをして交流を深めました。

翌15日 はあいにくの雨でしたが、各ペンション

で花の種まきや植樹をした後、青年部の用意した

マイクロバスに乗り込み、自川水源見学やいちご

狩 り、高森駅公園で行われていた新酒とふるさと

の味まつりに行ったり、楽しい一時を過ごしまし

た。参加した女性も「食べ物も美味しいかったし、

とても楽しいツアーでした」と感想を話していま

した。

笙
いっしょにゲームを楽しむ参加者

(9)
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河
原
に
老
人
憩
い
の
家
と

水
道
施
設
が
完
成

河
原
老
人
憩
い
の
家
が
こ
の
ほ

ど
完
成
し
二
月
二
日
、
落
成
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

午
前
十
時
か
ら
の
神
事
の
後
式

典
が
行
わ
れ
、
今
村
町
長
が

「高

齢
者
の
方
々
の
社
会
参
加
活
動

ヘ

の
意
欲
を
養

´
う
拠
点
と
し
て
諸
会

合
を
行
い
、
併
せ
て
研
修
、
慰
安

な
ど
を
計
画
的
に
実
施
さ
れ
、
相

互
の
融
和
と
親
睦
を
図
ら
れ
ま
す

よ
う
効
果
的
に
利
用
し
て
く
だ
さ

い
」
と
あ
い
さ

つ
。
続
い
て
、
本

田
町
議
会
議
長
ら
が
来
賓
と
し
て

お
祝
い
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

こ
の
後
、
建
設
工
事
に
尽
力
さ
れ

た
工
事
関
係
者
に
今
村
町
長
が
感

謝
状
を
贈
り
ま
し
た
。

旧
河
原

へ
き
地
集
会
所
跡
地
に

完
成
し
た
老
人
憩
い

の
家
は
、
静
か
な
山

あ
い
に
マ
ッ
チ
し
た

和
風
建
築
と
さ
れ
、

木
造
平
屋
建
、
延
床

面
積

一
九
四

・
七
五

平
方
屑

（五
八

。
九

一
坪
）
と
な

っ
て
お

り
、
屋
根
は
日
本
瓦

を
使
用
、
外
壁
に
つ

い
て
も
町
内
の
木
材

が
多
く
使
用
し
て
あ

り
ま
す
。
工
事
費
用

総
額
は
二
千
五
百
六

十
七
万
六
千
五
百
六

十
円
。
今
後
は
、
地
域
住

民
の
方
々
に
開
放
さ

れ
、
高
齢
者
の
方
々
の
社
会
参
加

や
地
域
の
社
会
活
動
の
拠
点
と
し

て
幅
広
く
活
用
さ
れ
ま
す
。

老
人
憩
い
の
家
の
落
成
式
に
伴

い
建
設
期
成
会
か
ら
寄
付
が
あ
り

ま
し
た
。

一
、
ト
レ
ー
プ
カ
ー
テ
ン
　

一
式

一
、
レ
ー
ス
カ
ー
テ
ン
　
　
一
式

一
、
ビ
デ
オ

・
カ
セ
ッ
ト

レ
コ
ー
ダ
ー
　
　
　
　
一
台

味
鳥
地
区
で
は
水
道
施
設

以
前
か
ら
部
落
水
道
に
よ

っ
て

飲
料
水
を
確
保
し
て
い
た
河
原

・

味
鳥
地
区
に
、
こ
の
ほ
ど
町
営
の

飲
料
水
供
給
施
設
が
総
工
事
費
七

千
七
百
八
十
二
万
六
千
円
を
か
け

て
完
成
。
四
月

一
日
か
ら
正
式
に

飲
料
水
の
供
給
を
開
始
し
ま
し
た
。

こ
の
施
設
の
完
成
で
、
地
区
内

は
も
と
よ
り
小
学
校
や
保
育
園
に

衛
生
的
で
安
定
し
た
飲
料
水
の
供

給
が
で
き
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

以
前
に
比
べ
て
水
圧
も
強
く
、
生

活
面
に
は
支
障
な
く
安
心
し
て
使

用
で
き
ま
す
。

●

●

ゲー トボール場と合わせて完成した老人憩いの家

(7)

配水池 (タ ンク)

待
望
の
老
人
憩
い
の
家
が
完
成

し
ま
し
た
。
元
河
原
公
民
館
跡
、

私
達
の
学
び
舎
昔
の
河
原
尋
常
高

等
小
学
校
跡
地
に
建
て
ら
れ
た
も

の
で
す
。
杉
の
本
を
バ
ツ
ク
に
優

雅
に
立
つ
こ
の
老
人
憩
い
の
家
こ

そ
、
さ
な
が
ら
河
原
地
区
の
シ
ン

ボ
ル
で
す
。

去
る
二
月
三
日
、
町
長
を
始
め

町
議
会
の
皆
様
の
御
来
席
を
仰
ぎ

盛
大
な
落
成
式
が
挙
行
さ
れ
ま
し

た
。
午
前
十
時
よ
り
神
事
に
よ
る

式
典
の
諸
行
事
が
行
わ
れ
、
続
い

て
町
長
や
来
賓
の
方
々
の
御
祝
詞

を
拝
聴
し
身
に
余
る
光
栄
に
浴
し

た
も
の
で
す
。
ま
た
午
後
に
は
、

婦
人
会
の
演
芸
や
カ
ラ
オ
ケ
と
続

三
年
度
県
労
連
指
定
の
健
康
づ
く

り
推
進
事
業
に
挑
戦
し
て
参
り
ま

し
た
。
今
後
は
、
婦
人
会
や
各
種

団
体
組
織
の
皆
様
共
々
有
効
に
活

用
し
て
参
り
ま
す
。
特
に
私
共
老

人
会
は
、
憩
い
の
家
と
い
う
素
晴

ら
し
い
環
境
の
中
、
修
養
と
研
修

を
重
ね
、
ま
た
、
健
康
保
持
の
た

め
の
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
の
場
と

し
て
常
に
使
用
し
て
参
り
ま
す
。

何
に
も
か
え
が
た
い
ふ
れ
あ
い

の
場
と
し
て
、
幅
広
い
勉
強
の
場

と
し
て
、
な
く
て
は
な
ら
な
い
集

い
の
場
所
、
本
当
に
有
り
難
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

完
成
を
祝
っ
て

河
原
．
森
　
エ
キ
子

き
盛
会
の
中
に
午
後
三
時
祝
賀
の

宴
の
幕
は
閉
じ
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
同
敷
地
内
に
は
ゲ
ー
ト

ボ
ー
ル
場
二
面
も
出
来
上
が
り
春

光
を
浴
び
な
が
ら
楽
し
く
興
じ
て

お
り
ま
す
。
私
共
、
河
原
福
寿
会

は
森
正
六
会
長
を
筆
頭
に
総
勢
５４

名
、
比
較
的
小
さ
な
会
で
は
有
り

ま
す
が
和
気
あ
い
あ
い
と
仲
睦
ま

じ
く
明
る
く
楽
し
い
会
で
す
。

私
共
福
寿
会
は
、
料
理
講
習
や

血
圧
測
定
、
健
康
体
操
な
ど
平
成

―

　

―
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ミヾ

町
の
話
題

話題がありま

したら、お知

らせください。

総務課

広報統計係

(8② llll)
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第
三
回
高
森
町
グ
ラ
ウ
ン
ド

・

ゴ
ル
フ
大
会
が
二
月
二
十
二
日
、

南
阿
蘇
国
民
休
暇
村
で
開
か
れ
約

七
十
人
が
参
加
し
て
行
わ
れ
ま
し

た
。
昨
年
、
本
町
で
開
か
れ
た
全

国
グ
ラ
ウ
ン
ド

・
ゴ
ル
フ
大
会
に

よ
り
本
町
の
競
技
人
口
も
増
え
、

グ
ラ
ウ
ン
ド

・
ゴ
ル
フ
協
会
を
設

立
。
今
回
が
協
会
設
立
記
念
大
会

と
な
り
ま
し
た
。
現
在
協
会
員
は

１３９
人
、
手
軽
に
で
き
る
ス
ポ
ー
ツ

と
あ

っ
て
、
老
若
男
女
の
間
で
人

気
が
あ
り
ま
す
。

休
暇
村
の
コ
ー
ス
は
林
の
中
に

あ
り
、
平
坦
な

コ
ー
ス
ば
か
り
で

は
な
く
、
高
低
が
あ
り
、
こ
の
日

も
悪
戦
苦
闘
す
る
選
手
が

続
出
、
グ
ラ
ウ
ン
ド

・
ゴ

ル
フ
の
楽
し
さ
を
味
わ

っ

て
い
ま
し
た
。

大
会
結
果
は
次
の
通
り

団
体
の
部

①
尾
下
Ａ
　
②
河
原
１

③
尾
下
Ｂ

個
人
の
部

①
興
相
タ
メ
ョ
　
②
鶴
林

寿
典
　
③
後
藤
　
嵐

ス
に
悪
戦
苦
闘

グ
ラ
ウ
ン
ド

・
ゴ
ル
フ
大
会

多くの人でにぎあった味まつり会場

ふ
る
さ
と

の
味
を
幅
広
く
Ｐ
Ｒ

新
酒
と
ふ
る
さ
と
の
味
ま
つ
り

二
月
十
五
日
か
ら

「新

酒
と
ふ
る
さ
と
の
味
ま

つ

り
月
間
」
と
し
て
開
か
れ

て
い
た
味
ま

つ
り
が
二
月

十
五
日
、高
森
駅
公
園
広
場

で
盛
大
に
催
さ
れ
、雨
に
も

か
か
わ
ら
ず
約
六
百
人
の

人
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

こ
の
日
は
、
今
村
町
長
ら
五
人

が
樽
を
割

っ
て
始
ま
り
ま
し
た
。

味
ま

つ
り
は
、
町
観
光
協
会
が
酒

や
郷
土
料
理
な
ど
、
ふ
る
さ
と
の

味
を
幅
広
く
売
り
込
も
う
と
毎
年

開
か
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

会
場
に
は
、
婦
人
会
に
よ
る
だ

ご
汁
や
工
夫
を
こ
ら
し
た
新
作
の

差
別
の
無
い
社
会
の

実
現
を
願
っ
て

基
本
的
人
権
を
願

っ
て
二
月
、

高
森
町
同
和
教
育
推
進
協
議
会
学

校
部
会
の
手
で
人
権
文
集

「地
鳴
」

が
発
刊
さ
れ
ま
し
た
。

差
別
に
対
す
る
根
底
か
ら
の
怒

り
や
す
べ
て
の
も
の
を
揺
り
動
か

す
と
い
う
願
い
の
も
と
、
今
年
で

十
四
年
目
を
迎
え
ま
す
。

文
集
は
、
町
内
の
幼
稚
園
や
保

育
園
の
園
児
、
ま
た
小
中
学
校
の

児
童

。
生
徒
に
は

一
部
づ

つ
配
布

し
て
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
中
央
公

民
館
に
も
置
い
て
あ
り
ま
す
の
で
、

是
非
ご
家
庭
で
ご
覧
に
な

っ
て
下

さ
い
。

●

●

熱戦が繰り広げられたグラウンド・ゴルフ大会

発刊 14年 目を迎えた文集「地鳴」
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弁
当
、
焼
き
肉
、
地
鳥
、
田
楽
な

ど
の
ほ
か
漬
物
や
手
作
リ
ケ
ー
キ

・
ク

ッ
キ
ー
、
有
精
卵
な
ど
自
慢

の
料
理
や
物
産
品
が
ず
ら
り
と
並

べ
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
抽
選
会
や
蔵
出
し
の
新

酒
も
振
舞
わ
れ
訪
れ
た
人
々
も
酒

と
ふ
る
さ
と
の
味
を
楽
し
ん
で
い

ま
し
た
。

二
月
か
ら
二
月
に
か
け
て
振
舞

わ
れ
た
新
酒
は
、
約
八
斗
に
及
び

ま
し
た
。
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